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令
和
元
年
５
月
臨
時
会

は
、
承
認
案
件
が
13
件
、

議
案
が
２
件
で
し
た
。

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
策
定
は

Ｑ　
同
計
画
の
策
定
業
務

で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の

地
域
で
の
開
催
と
あ
る
が
、

詳
し
い
説
明
を
。
ま
た
、

Ｊ
Ｒ
土
佐
山
田
駅
自
由
通

路
基
本
計
画
で
の
Ｊ
Ｒ
と

の
協
議
状
況
は
。

Ａ　
都
市
計
画
の
地
元
へ

の
説
明
の
仕
方
や
、
新
た

に
合
併
し
た
こ
と
に
よ
る

香
北
地
区
、
物
部
地
区
を

含
め
た
計
画
で
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
を
検
討

す
る
。

　
Ｊ
Ｒ
土
佐
山
田
駅
自
由

通
路
は
、
新
町
西
町
線
開

通
後
の
事
業
と
し
て
お
り
、

時
間
を
要
す
る
。
（
7
月

10
日
に
Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
を

行
っ
た
）

学
校
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
改

修
・
空
調
設
備

Ｑ　
小
学
校
・
中
学
校
で

の
工
事
の
進
捗
状
況
は
。

Ａ　
空
調
設
備
は
早
け
れ

ば
６
月
末
に
発
注
。
ブ
ロ

ッ
ク
塀
は
、
６
月
中
に
入

札
を
行
う
。

プ
ラ
ザ
八
王
子
の
工
事
費

の
減
額

Ｑ　
４
３
９
万
９
千
円
の

減
額
と
な
っ
て
い
る
が
、

内
訳
を
。

Ａ　
正
面
玄
関
の
ア
プ
ロ

ー
チ
部
分
の
タ
イ
ル
張
り

を
全
面
補
修
の
予
定
で
あ

っ
た
が
、
前
年
度
に
修
繕

し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

部
分
補
修
で
済
ん
だ
。

べ
ふ
峡
温
泉
改
修

Ｑ　
改
修
費
の
減
額
は
入

札
減
に
よ
る
も
の
か
、
繰

り
越
し
部
分
の
減
額
か
。

ま
た
、
追
加
工
事
に
つ
い

て
の
説
明
を
。

Ａ　
減
額
は
入
札
減
に
よ

る
減
額
で
あ
り
、
追
加
の

工
事
は
大
浴
場
の
外
壁
、

バ
ン
ガ
ロ
ー
の
漏
水
な
ど

で
あ
る
。

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
費

補
助
金

Ｑ　
補
助
金
が
実
績
確
定

に
よ
る
減
額
と
な
っ
て
い

る
が
、
年
度
途
中
で
は
枠

一
杯
だ
っ
た
と
聞
い
て
い

る
。
最
終
的
に
減
額
に
な

っ
た
理
由
は
。

Ａ　
前
年
度
は
、
消
費
税

増
税
前
の
駆
け
込
み
予
約

で
想
定
を
上
回
っ
て
い
た

が
、
事
業
に
当
た
り
、
建

築
確
認
等
許
可
申
請
に
時

間
を
要
し
た
こ
と
や
、

工
務
店
側
が
対
応
で
き
な

か
っ
た
こ
と
な
ど
で
、
キ

ャ
ン
セ
ル
が
多
数
出
た
。

審  議  結  果

や
な
せ
た
か
し
記
念
館
使

用
料

Ｑ　
１
２
０
０
万
円
の
減

額
と
な
っ
て
い
る
。
見
積

額
が
大
き
か
っ
た
の
で
は
。

Ａ　
当
初
予
算
の
時
に
指

定
管
理
者
か
ら
示
さ
れ
た

入
館
料
の
見
込
み
の
精
査

が
不
十
分
だ
っ
た
。

楠
目
川
添
工
業
団
地
環
境

対
策
奨
励
金

Ｑ　
交
付
実
績
が
な
く
82

万
５
千
円
の
減
額
と
な
っ

て
い
る
が
、
猶
予
期
間
が

ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
。

現
在
、
何
社
の
う
ち
何
社

が
接
続
し
て
い
る
か
。

Ａ　
進
出
企
業
５
社
の
う

ち
３
社
は
す
で
に
接
続
さ

れ
て
い
る
。
残
り
の
２
社

に
つ
い
て
は
、
現
状
で
は

ト
イ
レ
が
水
洗
化
さ
れ
て

お
ら
ず
、
受
益
者
負
担
金

が
猶
予
と
な
り
、
水
洗
化

さ
れ
る
ま
で
、
制
度
は
続

い
て
い
く
。

わ
か
ふ
じ
団
地
（
繁
藤
地

区
若
者
定
住
促
進
住
宅
）

Ｑ　
毎
年
最
終
に
全
額
を

減
額
補
正
し
て
い
る
が
、

平
成
30
年
度
は
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
し
て
き
た

か
。

Ａ　
問
い
合
わ
せ
は
１
件

あ
っ
た
が
、
分
譲
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
抜
本
的
な

対
策
を
考
え
な
く
て
は
い

け
な
い
が
、
特
に
対
策
を

練
っ
て
い
な
い
。

議
案
第
44
号

　
令
和
元
年
度
土
讃
線
土

佐
山
田
駅
構
内
小
学
校
前

踏
切
拡
幅
・
下
水
道
管
推

進
工
事
の
実
施
に
関
す
る

協
定
の
締
結
に
つ
い
て

　

現
在
、
実
施
中
の
都
市

計
画
道
路
新
町
西
町
線
街

路
築
造
工
事
に
お
い
て
Ｊ

Ｒ
四
国
と
協
議
が
整
い
、

協
定
締
結
に
至
っ
た
。

平成30年度一般会計補正予算（第８号）を承認
　地方譲与税、地方交付税の国庫金、地方消費税交付金等の各種交付金及び
市債の額が、確定したことによる補正予算となっています。

（平成31年３月２９日付で専決処分）

改修された　べふ峡温泉
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補
正
予
算
第
１
号

◇
教
育
費
県
委
託
金

Ｑ　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育
推
進

事
業
委
託
金
が
新
た
に
予

算
化
さ
れ
た
が
、
そ
の
理

由
と
、
な
ぜ
今
回
か
。

Ａ　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
親
し
み

を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め

で
あ
り
、
当
初
予
算
時
に

は
ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
。

Ｑ　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正

式
種
目
で
あ
る
ボ
ッ
チ
ャ
、

ゴ
ー
ル
ボ
ー
ル
等
の
授
業

は
、
審
判
ま
た
は
指
導
員

が
来
て
行
う
の
か
。
対
象

校
が
香
長
小
学
校
、
片
地

小
学
校
の
２
校
と
な
っ
て

い
る
が
、
そ
の
理
由
は
。

Ａ　
外
部
の
講
師
が
来
て

指
導
す
る
。
２
校
と
し
た

理
由
は
、
規
模
・
予
算
額

か
ら
と
捉
え
て
い
る
。

◇
商
工
業
振
興
費

Ｑ　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
事
業
の
対
象
者
、
配
布

方
法
等
具
体
的
な
説
明
を

求
め
る
。

Ａ　
対
象
者
は
、
平
成
31

年
度
住
民
税
非
課
税
者
及

び
平
成
28
年
４
月
２
日
か

ら
令
和
元
年
９
月
30
日
ま

で
の
間
に
生
ま
れ
た
子
ど

も
が
い
る
世
帯
の
世
帯
主

で
あ
る
。

　

販
売
は
外
部
委
託
す
る

予
定
で
あ
る
。

Ｑ　
対
象
が
８
５
０
０
人

と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
通

知
は
。

Ａ　
８
月
初
め
に
、
対
象

者
へ
事
業
内
容
の
チ
ラ
シ
、

申
請
書
、
記
入
要
領
等
を

送
付
す
る
予
定
で
あ
る
。

◇
母
子
父
子
福
祉
費

Ｑ　
詳
細
な
説
明
を
求
め

る
。

Ａ　
未
婚
の
児
童
扶
養
手

当
受
給
者
に
対
す
る
臨
時

特
別
給
付
金
で
あ
る
。
10

月
31
日
現
在
、
受
給
資
格

を
有
す
る
方
で
、
８
月
の

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
の

提
出
時
に
申
請
書
の
作
成

を
お
願
い
す
る
。
支
給
は

来
年
１
月
の
児
童
扶
養
手

当
支
給
月
と
す
る
。

【
そ
の
他
の
補
正
】

　

緊
急
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

離
着
陸
場
整
備
工
事
と
し

て
３
９
０
０
万
円
の
補
正
。

土
佐
山
田
町
地
区
の
整
備

を
含
め
て
で
あ
り
、
以
上

で
ヘ
リ
ポ
ー
ト
整
備
は
終

了
と
な
る
。

補
正
予
算
第
２
号

◇
教
育
費

　

小
・
中
学
校
の
う
ち
普

通
教
室
へ
の
冷
暖
房
設
備

を
未
導
入
の
小
学
校
（
山

田
、
香
長
、
大
宮
、
大

栃
）
、
中
学
校
（
鏡
野
、

香
北
、
大
栃
）
へ
設
置
す

る
も
の
で
あ
る
が
、
対
象

フ
ロ
ア
が
多
く
、
電
気
容

量
の
不
足
に
よ
る
受
変
電

設
備
の
取
り
換
え
、
分
電

盤
の
数
量
増
等
に
よ
り
補

正
が
必
要
と
な
っ
た
。
補

正
額
約
１
７
０
０
万
円
。

審  議  結  果

令和元年度一般会計補正予算を全会一致で可決

項 目 別 の 補 正 額 と 合 計 額

歳　　入 当初予算 補正額 計
 １.市税 2,713,762 0 2,713,762
 ２.地方譲与税 188,077 0 188,077
 ３.利子割交付金 9,759 0 9,759
 ４.配当割交付金 10,424 0 10,424
 ５.株式等譲渡所得割交付金 11,749 0 11,749
 ６.地方消費税交付金 499,348 0 499,348
 ７.ゴルフ場利用税交付金 15,364 0 15,364
 ８.自動車取得税交付金 12,809 0 12,809
 ９.地方特例交付金 60,633 0 60,633
10.地方交付税 6,390,000 0 6,390,000
11.交通安全対策特別交付金 3,188 0 3,188
12.分担金及び負担金 46,641 432 47,073
13.使用料及び手数料 985,111 0 985,111
14.国庫支出金 2,582,670 136,893 2,719,563
15.県支出金 1,640,656 127,069 1,767,725
16.財産収入 24,178 0 24,178
17.寄付金 251,001 0 251,001
18.繰入金 1,314,274 4,079 1,318,353
19.繰越金 2,000 0 2,000
20.諸収入 232,269 170,000 402,269
21.市債 1,659,992 206,400 1,866,392
22.環境性能割交付金 4,095 0 4,095

計 18,658,000 644,873 19,302,873

歳　　出 当初予算 補正額 計
 １.議会費 156,588 0 156,588
 ２.総務費 2,355,863 14,692 2,370,555
 ３.民生費 6,083,792 45,529 6,129,321
 ４.衛生費 1,361,035 452 1,361,487
 ５.労働費 1 0 1
 ６.農林水産業費 864,721 71,011 935,732
 ７.商工費 226,126 228,301 454,427
 ８.土木費 1,377,824 ▲ 48,854 1,328,970
 ９.消防費 780,706 40,000 820,706
10.教育費 1,506,552 234,756 1,741,308
11.災害復旧費 1,473,155 53,099 1,526,254
12.公債費 2,321,289 0 2,321,289
13.諸支出金 120,348 5,887 126,235
14.予備費 30,000 0 30,000

計 18,658,000 644,873 19,302,873

（単位：千円）


